
静岡県森連静岡営業所市況速報

2399回

△強気配 　○保合 ▼弱気配
長さ 末口径 昨　年

樹種 １本当 気　　配 摘　　要 同　期
m cm 高　　値 中　　値 単価 安　　値 中　値
2 20- 5,000 5,000 748 5,000 ○ 6,300
3 14 10,300 10,100 596 10,000 ○ 柱目3.5寸取り 7,300

16-18 11,000 10,000 870 9,000 ○ 柱目４寸取り 8,500
す 20- 13,000 11,000 1,452 8,000 ○ 中目 9,000

4 8-11 250 242 - 230 ○ 本＠ 230
12-13 8,000 8,000 464 8,000 ○ 母屋取り 8,000
14 10,900 9,300 725 6,000 ○ 桁目3.5寸 10,100
16-18 11,000 9,600 1,114 6,000 ▼ 桁目　4寸 9,300
20-22 12,900 9,800 1,725 6,000 ▼ 中目 9,300

ぎ 24-28 17,500 11,600 3,132 6,000 ○ 中目 10,700
30-34 18,200 13,400 5,494 6,000 ○ 二番玉節少 14,000
36- 37,500 20,100 9,331 - ○ 根玉選木 -

6 16-18 15,500 15,200 2,254 14,500 ○ 通し柱 15,300
20-22 15,000 14,500 3,498 13,500 ○ 通し柱 14,500

2 20- 15,000 10,400 1,486 3,800 ○ 8,700
3 14 18,300 17,100 1,009 15,000 △ 柱目3～3.5寸 11,800

ひ 16 22,000 20,500 1,784 17,000 △ 柱目3.5～4寸 14,400
18-22 19,000 18,800 2,482 17,000 △ 柱目４寸取り 14,900

4 4-7 - - - - - 本＠ -
8-11 320 295 - 250 ○ 本＠ 200
12-13 13,200 12,300 713 8,000 △ 3寸取り 6,800
14 17,200 16,200 1,264 13,000 △ 土台目3.5寸 9,800

の 16-18 21,500 18,900 2,192 14,000 △ 土台目3.5～４寸 12,900
20-22 20,000 18,000 3,168 13,600 ○ 中目縁甲取り 13,600
24-28 25,000 19,600 5,292 14,200 ○ 中目 14,500
30-34 21,000 16,700 6,847 14,000 ○ 二番玉節少 14,500
30- 82,000 42,500 - - ○ 根玉選木 -

き 6 14 - - - - - 通し柱３．５寸 -
16-18 32,000 29,300 5,684 25,000 ○ 通し柱　４寸 28,000
20-22 30,000 28,100 8,149 23,000 ○ 通し柱　 27,800

7 16-18 - - - - - -
ま  4.0- 22-26 - - - - - -
つ -6 28-32 - - - - - -

7月24日 土場在庫 42台

《今回市の落札状況》
樹種 出品（ｍ3） 落札（ｍ3） 落札率
スギ 857 827 96.5%
ヒノキ 915 903 98.7%
その他 102 102 100.0%
計 1,874 1,832 97.8%

《つち情報》
　『つち』とは、暦の上で木を伐るに不適な日を言います。

　特に優良材の根放しには、この日を避けてください。

　玉伐りはかまいません。

県森連ホームページ　　　http://www.s-kenmori.net/ 次回の『つち』　9月1日（日）～9月7日（土）

平成25年7月25日

落　　　札　　　価　　　格

《ヒノキの平均単価17,700円/㎥に！》
ヒノキの平均単価が前回市よりも1000円/㎥アップの
17,700円/㎥となった。あわせて材種にもよるが入れ札
数も多く、久しぶりに買い気を感じることができた入札会
であった。しかしながら、これらの高騰はやはり無い物
高であることは否めない。昨日行われた天竜営業所の
入札会で思うように仕入れが出来なかった県西部の買
い方が多く参加してくれたこと、一部の業者の中で、製
材在庫がごく僅かとなりあわてて当用買いに走ったこと
などが今回の市況を牽引した。製品需要の好転による
原木市場の活況とは言い難い。ただ、長く続いている国
産材製品のデフレに対し、原木価格の引き上げが製品
価格を押し上げる要因となることを期待している買い方
もおり、今後の製品価格の動向に注目したい。


